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「組 織 行 動 研 究」発 刊 に あ た って

佐 野 勝 男

(慶應義塾大学産業研究所副所長 ・同大学文学部教授)

 「慶應義塾大学産業研究所」がいまは亡き藤林敬：三教授(初代所長)に よって設立をみたのは，

昭和34年 のことであった。労働 と産業経営に関する 14合的研究センタ・一」をめざして，設立

の資金も，日本の財界のみならず米国のロックフェラー財団からの援助もえて，従来の大学附

属研究所とはちがったユニークな発足であった。研究者 も，慶應義塾大学はもとより，ひろく

全国の大学 より求められ，いわゆる “開かれた研究所”を志向したのであった。

 当時私は，助教授になったばか りで，本田技研工業株式会社埼玉製作所をフィール ドとした

「モラール・サーベイ」がようや くまとまりつつある頃で，その概要を研究所の研究会で報告し

た。藤林所長はこの報告に大変興味を示され，結果をまとめて出版するようにすすめられた。

その結果できあがったのが，慶應義塾大学産業研究所叢書No.1の 「本田技研埼玉製作所に

おける生活態度調査」(佐野勝男 ・槙田仁 ・関本昌秀共著，昭和35年)で あった。 このサーベ

イは次第にほかの企業にも適用されデータの蓄積をえて，やがて 「 大産研式モラール ・サー

ベイ」(金 子書房，昭和43年)と して出版された。

 藤林所長は当時，中労委の委員長もしておられ多忙をきわめておられたが， 「慶應義塾大学

産業研究所」には大きな抱負をもたれ，若い研究者との討論を楽しんでおられ た様 子 で あっ

た。一 しか しその雄図もむなしく，研究所草創期の三年を過 ぎるとき急逝されたのである。

 慶應義塾大学で社会心理学の講座が開始されたのは終戦後まもな くであ り，ほかの大学に く

らべて早いほうであった。佐原六郎教授(現 名誉教授)が まず担当され 「社会心理学概論」を

講ぜられたのである。社会心理学は終戦後開花した学問であるといってもさしつかえはあるま

い。第二次大戦中アメリカに留まって研究された南博氏(現一橋大学教授)が ， 日本に帰って，

アメリカの社会心理学の諸研究を紹介された 「体系社会心理学」(光文社，昭和24年)の 出版

が有力なきっかけとなったのである。

 私も 「社会的態度の測定」などの基礎的研究をしぼ らくや り，社会心理学の諸方法がかなり

わかってきたとき，現実の企業の問題を手がけたのが前述の 「モラール ・サーベイ」であった。

これは，質問紙法のほか，投射的方法 といわれる 「文章完成法」 「略画法」などを用いて，組

織に働 く人々の “生まの声”をできるだけ把えようとした試みであった。

 私は当時， 「精神医学研究所」の心理室室長 も兼職 しており，槙田仁氏(現 慶應義塾大学文

学部教授，兼産業研究所研究員)と ともに 「パーソナ リティの基礎的研究」をおこなっていた。

そして，「文章完成法テス ト」「パーソナ リティ ・インベントリイ」 「TAT」 など一連のパー

ソナ リティ診断のテス トを作成 ・開発しつぎつぎと出版していった。 これらのテス トは，企業
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で の 「採 用 」 「配 置」 「昇 進 」 「管 理 能 力 の 早期 発 見 」 な どに 次 第 に 応 用 され る よ うに な り， 現

場 か らの要 望 も あ っ て， 昭 和42年 に 当研 究 所 に 「文 章 完 成 法 テ ス ト」 の セ ミナ ー(一 般 お よび

専 門 のニ コー ス)が 開 設 され た 。 この セ ミナ ーは そ れ 以 降 毎 年 定 期 的 に 開 催 され ， 一 昨年 「十

周年 記 念 公 開 講 演 会 」 が もた れ る まで に い た った 。

 そ の間 ， や は り本 田技 研 工 業株 式 会社 を フ ィ ール ドと して ， 「能 力 開 発 」 や 「人 材 発 掘 」 の

諸 方 法 を 工 夫 し， これ らは 「管 理 能 力 の 発 見 と評 価 」 (佐野 ・槙 田 ・関 本 共 著 ， 日本 経 営 出版

会 ， 昭 和45年)に ま と ま って い った。 現在 ， 「多面 的 評 価 法」 と呼 ば れ て 定 着 しつ つ あ る方 法

がそ うで あ る。

 また この 間 ，海 外 に 出 る機 会 に も恵 ま れ ， 昭和35年 に は ， フル ブ ライ ト派 遣 研 究 員 と して ，

米 国 ミシ ガ ン大 学 お よび ス タ ン フ ォー ド大 学 に留 学 す る機 会 が あ た え られ た 。 この と き， ア メ

リカ の 「産 業 社 会 心理 学 」 の実 際 を学 ぶ こ とが お おか っ た の で あ る。 また しば ら くして ， 「慶

應 義 塾 大 学 産 業 研 究所 」 と米 国 「イ リノイ大 学 労 働 産 業 関 係研 究 所 」 との あ い だ に 研 究者 の 交

換 が は じま り， 私 は， 昭和43年 よ り一 年 間 ， 交 換 教 授 と して イ リノイ大 学 に 滞在 した。 この と

き には 同研 究 所 の組 織 行 動 研 究 部 門 の ス タ ッフ と親 し く交 流 で きた。 この と きの 交 流 が ， 現 在

の，Graen教 授(現 在 シ ンシナ チ 大 学 心 理 学 部 部 長)グ ル ー プ との共 同研 究(日 本 組 織 に お け

る個 人 の 役割 獲 得 過 程 の研 究)やTriandis教 授 グル ー プ と の連 帯 研 究(日 本 人 の異 文 化 へ の

適応 ・同化 過 程 の研 究)に と発 展 して きた ので あ る。 一 一 こ の 「イ リノ イ大 学 労 働 産 業 関 係研

究所 」 で の一 年 間 の滞 在 を 契 機 と して ， 働 く人 々を と りま く “組 織 ” の問 題 に 注 目す る よ うに

な り， いわ ゆ る 「組 織 心 理 学 」 の 新 しい 領 域 に も手 を の ば す よ うに な って きた ので あ る。

 現 在 の 「慶 應 義 塾 大 学 産 業 研 究 所 」 は ， 辻 村 江 太 郎 所 長(商 学 部 教 授)を 中 心 として ， 四 つ

の研 究 班 が 活 動 して い る。

  1.辻 村 所 長 を 中 心 とす る 「経 済 学 研 究 班 」

  2. 正 田彬 副 所 長 を 中 心 とす る 「労 働 法 ・独 占禁 止 法 研 究 班 」

  3.二 瓶 恭 光 所 員 を 中 心 とす る 「労使 関 係 研 究 班」

  4. 私 た ち の 「社 会 心 理 学 研 究 班」

で あ る。 そ して 毎 年 機 関 誌 と して 「産業 研 究 」 が 刊 行 さ れ て い た の で あ るが ， 本 年 よ り各 研 究

班 がそ れ ぞ れ の タイ トル を もっ た機 関誌 を 発 刊 させ る こ とに な り， 私 た ち の 「社 会 心理 学 研 究

班 」 は 新 た な タイ トル 『組 織 行動 研 究－Keio Studies on Organizational：Behavior and

Human Performance一 』 の も とで， そ れ ぞれ の研 究 を ま とめ る こ とに な っ た。 今 回 お 届 け

す る のは ， そ の 第1号 か ら第3号 ま で で あ り， 最 近 五 ， 六 年 間 に お け る私 た ち研 究 班 の 「研 究

プ ロジ ェク ト」 を 紹 介 し， そ の成 果 の一 部 を 報 告 す る も の で あ る。

 今 回 の私 た ち の 報 告 は い ず れ も完結 し た 「研 究 報 告 」 で は な い。 あ る もの は現 場 で の 実態 を

理 解 す る 目的 か ら， ま た あ る も の は理 論 的 枠 組 み の一 層 の精 緻 化 を め ざ して … … と， す べ て

“進 行 途 上 ” に あ る プ ロ ジ
ェ ク トか らの 「中間 報 告 」 で あ る。 これ らプ ロジ ェ ク トの実 りあ る

進 展 に む け て ，読 者 か らの忌 憚 ない ご意 見 や ご批 判 を 願 う次 第 で あ る。




